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最大級
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［BCJ評定-FD0277-07］  

世界初のアースドリル拡底杭工法である

ACE工法がさらに進化しました。
2019年05月10日に

（一財）日本建築センターの評定を更新いたしました。



拡大径

コンクリート強度

ＡＣＥ工法はnewACE工法に進化して

新たに（一財）日本建築センターの

評定を取得いたしました。

の最大の特徴は、ACE工法の長所を

継承した拡底掘削時の土砂収納の確実性です。

拡底バケットの機構が掘削だけなら

高拡底率化は容易でしたが、

掘削土砂の収納を第一に考え、

更に掘くずやスライムも

バケット内に確実に取込む機構を模索し、

newACEバケットの開発を行いました。

はじめに

nevvACE工法

●表-１ newＡＣＥ工法  施工範囲

杭支持力計算  Fc= 40N／m㎡ 支持層土質 砂礫
杭実長 40.0ｍ 軸部径 2.2m
先端平均N値 60 拡底部設計径 4.7m
砂層平均N値 15.0 計算値 32,354kN
砂層長さ 10.0m 上限2500kN／㎡ 43,374kN
粘性土層平均N値 5.0 コンクリート圧縮 38,013kN
粘性土層長さ 10.0m 杭支持力 32,354kN
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 newACE工法により築造された杭の許容支持力の算定は
（1） 平成13年国土交通省告示第1113号 第5第一号に示されるアースドリル 

工法による場所打ちコンクリート杭に該当するものとして、同告示の第5第一
号の表中の（一）項若しくは（二）項の式により計算した地盤の許容支持力又は
くい体の許容耐力のうち何れか小さい数値

（2）特定行政庁で定められた計算式により算定した数値

杭の支持力

●表-３ 支持力計算例

この計算例では最大施工径の時、
32,354kN（Fc=40N/m㎡時）の支持力が得られます。

［計算例］  建築構造設計指針2010 
｢監修東京都建築構造行政連絡会」の取扱いに準じた場合

最大拡底施工径は、φ4,800mmです。
評定＊取得実験時には、最大拡底率である軸部径 
φ2,000mm、拡底径φ4,400mmの杭径の拡底部
のできばえを評定最大級の掘出し調査にて実物確認
を行い実証を得ています。
 ＊BCJ評定-FD0277-04時

●表-２ コンクリートの許容応力度（N/mm2）
Fc ：  設計基準強度は、18〜60N/mm2とする。 

（24〜45N/mm2までの構造体強度補正値（28S91）は0N/mm2とすることができる。）
※ただし、このS値は、下記の場合は適用外となります。
　1） コンクリートの養生期間中（28日）の平均気温が10℃未満となる時期に施工する場合。
　2） 杭頭部が施工地盤面下2.0ｍ未満となる場合。
　3） コンクリートの管理材齢が28日でない場合。
　 適用外の場合の構造体強度補正値（mSn）は、昭和56年建設省告示第1102号第1の 

規定＊に適合する値を用いる（ご設定下さい。）
　＊ただし書きの規定としてJASS5なども参考とできる。

● Fcが36N/mm2を超える場合はより詳細にご説明いたしますので弊社にご相談下さい。

コンクリートの種類 普通コンクリート

長　　期

圧縮 Fc／4

せん断
Fc／40かつ

　3　　　　  Fc　—・  0.49+—  以下
　4             100

短　　期
圧縮 長期の2倍

せん断 長期の1.5倍

（              ）

軸部径→（m） 3.0mを超える場合は要相談 ［評定範囲は4.0m迄］
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小型拡底掘削機

中型拡底掘削機

大型拡底掘削機

Q：拡底掘削土量（m³）

表の数値は拡底掘削度量Qを示す。表の数値は拡底掘削度量Qを示す。

施工径＝設計径＋100mm 評定範囲は拡底杭に混在する直杭も含む。



確実な管理!

第1スクレーパー

第2スクレーパー

土砂案内板

　拡大量の検出は、電気式拡大量検出装置また
は流量計式拡大検出装置と、newACE掘削機の
操作室内のメータまたはコンピュータによるテレビ
モニタによって確実に読み取れます。このため、施
工管理が容易かつ確実です。

スクレーパーと土砂案内板の両手で確実に
掘削土砂を逃がさずバケット内に収納します。
両手があるのはACE〜newACE工法だけです。

　　　　場所打ちコンクリート拡底杭は、
　　　　その施工管理の良し悪しで品質が大いに左右されます。

　　　　　　　　　　　　は、newACEバケットの機構と
その管理手法の優位性を生かし、より品質が高い杭の築造が可能です。
なお、設計面では、施工範囲が広がりコンクリート許容応力度が
高くなったことにより、より安全で経済的な設計が可能となりました。

拡大量の管理が容易です。

▲ newACEバケットの底面

▲コアーボーリング状況

▲杭体切断状況

●図-1 newACEバケットの機構

▲他の拡底杭工法

●図-2  newACEバケットの 
水平押し開き式の機構

▲カットした杭体面
※確実にコンクリートが充填されていることが観察できます。

▲拡大量・深度検出装置のモニタの例
おわりに

nevvACE工法

�他工法には無い独自の機構で 
孔底（スライム）処理が確実
　newACEバケットの機構（図-1）は、中央部のドラム底
面を通常の底ざらいバケットと同一形状にしたことで、拡
底部底面も独自の第1及び第
2スクレーパーと土砂案内板に
よって、孔底部の掘りくずを水中
であっても確実に収納できます。

傾斜角度は、常に12°に仕上がります
　拡底部の傾斜角は、拡底径に関係なく常に、12°に
仕上がります。ＡＣＥ工法より継承した水平押し開き式の
newACEバケットの機構（図-2）は、拡底傾斜部を常に
一定の角度12°に掘削できます。この12°は、多様な土質
の地盤においても、ＡＣＥ工法など数多くの施工実績によ
り、孔壁の安定が実証された角度です。

掘削深度の確認が容易
　掘削深度の検出は、拡大量検出装置と同様に
深度計によって、バケット底面位置を常時確実に
把握することが出来ます。

立上がり部の成形が容易
　水平押し開き式のnewACEバケット拡大翼部
下端の形状は、あらかじめ立上がり部を500mm
に成形できるような形であり、拡底径に関係なく
常に500mmと一定に仕上がります。
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